










1.諸言

働く女性にとって職場の諸要因は身体的・精神的な健康の保持に多大な影響を持っている。

働く女性の健康障害については、従来からコンピュ一タ一等の VDT 作業や保母の腰痛など

個々の職業性障害については検討が進められている。ただ、一人の女性の健康を「心身一

如」としてトータルにとらえる視点は、未だ弱いように思われる。変動を続ける現代社会

にあっては、トータルヘルスケアの視点は特に大切である。つまり、一人の女性のある断

面において健康管理を考えるのではなく、心、からだあるいは職場環境や生活環境を全体

として把握して、受精による子宮内の生命誕生と出産、成長発育、老化、死亡という人間

の全ライフサイクルを通してのトータルヘルスケアという視点である。働く女性の母性保

護についても狭義の母性保護にとらわれることなく、広い視点からの検討が重要であろう。

本報告では、こうした観点から「母性保護上特別な問題のある職種はあるのか」の課題を

中心に「働く母親と急増する多胎家庭の母性保護」についても検討を加えた。


